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私は下記の誓約事項を遵守することを誓います。 

誓約事項 

１． 提供されたアーカイブデータは、申請した目的でのみ利用し、個人及び企業を特定する分析等は行いませ

ん。アーカイブデータは営利目的に利用しません。アーカイブデータの秘密保護を図ります。提供されたア

ーカイブデータは、申請書の利用者の範囲の者だけが利用し、第三者には再提供しません。 

２． 結果を公表する際には、アーカイブデータの出典を明記します。また、申請した利用期間に関わらず、結

果の公表後速やかに、報告書等を労働政策研究・研修機構に提出します。 

３． アーカイブデータの利用期間内に利用申請書の内容について異動が生じた場合は、速やかに労働政策研究・

研修機構にその旨を届け出ます。 

４． 利用期間終了後は、アーカイブデータを消去して、利用報告書兼消去報告書を労働政策研究・研修機構に

提出します。その際、論文等を発表していれば、同封します。 

５． その他、「データ・アーカイブ利用規約」の定めを守るとともに、定めがない事項については、労働政策研

究・研修機構の指示に従います。 

６． この誓約事項に違反した場合、アーカイブデータはただちに返却するとともに、違反に起因する損害の回

復に係る費用の全てを負担します。 



 

データ・アーカイブ利用規約 

 

（利用目的） 

第１条 アーカイブデータの利用は、アーカイブデータ単独又は他のデータと組み合わせ

た統計の作成又は統計的研究の実施に限るものとし、個票データの作成者を特定すること

は認めない。また、アーカイブデータが営利目的に利用される可能性があると認められる

場合は、その利用を認めない。 

 

（アーカイブデータの消去） 

第２条 利用申請者は利用を終了した場合、直ちにアーカイブデータを消去するとともに

アーカイブデータ利用報告書兼消去報告書（様式３）により通知するものとする。 

２ 利用上やむを得ず作業データが生じた場合は作業終了後速やかに消去する。 

 

（複製及び持ち出し等の禁止） 

第３条 利用者が以下の各号の行為を行うことを禁止する。禁止した行為により生じた事

故等全ての責任は、アーカイブデータの利用申請者が負うものとする。 

一 アーカイブデータの複製（作業データを除く） 

二 申請した利用場所からのアーカイブデータの持ち出し 

三 申請した利用者以外へのアーカイブデータの提供・転貸 

 

（アーカイブデータの管理） 

第４条 利用者は、アーカイブデータの盗難又は紛失の防止のため、施錠された書庫等で

の保管等の必要な措置をとるものとする。 

２ 利用者は、アーカイブデータを情報システムで利用する場合は、アーカイブデータが

第三者に閲覧されることがないよう、利用状況に応じて情報システムからログオフを行う

ことを徹底する等の必要な措置を講ずるものとする。 

 

（外部委託する場合の義務） 

第５条 利用者がアーカイブデータの処理に係る業務を外部委託等する場合、利用者は、

利用者に対して本規約で定められた責務と同等の責務を委託業者に負わせるものとする。 

 


